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ＣＧなし、ワイヤーなし、スタントなしのアクションに、タイの天才少女が彗

星のごとくデビュー！こりゃまちがいなく、楊紫瓊（ミシェル・ヨー）、志穂

美悦子を超えた、映画史上最強の美少女！怒濤の生傷アクションには惚れ惚れ

だが、『蒲田行進曲』（８２年）の[階段落ち」どころではない、相手方の重軽

傷覚悟アクションは大変。本編終了後見せてくれる、撮影の舞台裏には爆笑、

爆笑また爆笑！さあ、必見のタイ・アクション映画に集結だ！  

─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── 

■□■同じ「チョコレート」でも、タイのそれは？■□■ 

 ①ＣＧなし、②ワイヤーなし、③スタントマンなし、④早回しなしという謳い文句で『マ

ッハ！』（０３年）を大成功させたプラッチャヤー・ピンゲーオ監督（『シネマルーム６』

１９４頁参照）が『トム・ヤン・クン！』（０５年）に続いて放った本作は、２００８年２

月の旧正月にタイで公開されるや『マッハ！』を超える大ヒット。さらに『レッドクリフ

ＰａｒｔⅠ』（０８年）の２倍以上の興行収入をあげるミラクルヒットになったらしい。こ

の不景気の時代にそんなヒット作で外貨を稼がない手はない、とばかりに、東洋から西洋

まで本作を売り込むためにつけた原題は『ＣＨＯＣＯＬＡＴＥ』。 

 『チョコレート』といえば、２００２年の第７４回アカデミー賞で黒人女優としてはじ

めてハル・ベリーが主演女優賞を獲得した作品を思い出すが、こちらは人種問題をベース

にしたすごく重いテーマの映画。また原題は『ＭＯＮＳＴＥＲ’Ｓ ＢＡＬＬ』で、『チョ

コレート』は女性の肌の色を連想させるために工夫してつけられた邦題（『シネマルーム２』

４３頁参照）。 

チョコレート・ファイター 
2008年・タイ映画 
配給／東北新社・99分 

2009（平成21）年3月5日鑑賞 ＧＡＧＡ試写室 

 

★★★★★ 
監督：プラッチャヤー・ピンゲーオ 

出演：“ジージャー”ヤーニン・ウ

ィサミタナン／阿部寛／ポ

ンパット・ワチラバンジョン

／“ソム”アマラー・シリポ

ン／タポン・ポップワンディ

ー 
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 このようにたまたま両者は同じ『チョコレート』というタイトルになったわけだが、最

強少女が大活躍する邦題『チョコレート・ファイター』は、ハル・ベリー主演の邦題『チ

ョコレート』とは全く異質の痛快エンタメ・アクション・スペクタクル。同じ『チョコレ

ート』でもこんなに違うとは・・・？ 

■□■ホンモノＶＳニセモノ、“ジージャー”は志穂美悦子似？■□■ 

 今や若手のトップ女優に成長した柴咲コウが最強アクションに挑戦したのが『少林少女』

（０８年）だが、これはＣＧを駆使したおとぎ話のようなアクションだから、ハッキリ言

ってニセモノ。それに対して、本作でヒロインのゼンを演じた主演女優の“ジージャー”

ヤーニン・ウィサミタナンは、「高校時代には９６年バンコク・ユース・テコンドー大会で

金メダルに輝き、さらに９７年には国家が育成するテコンドー強化選手トレーニングにも

参加した」というホンモノ。そんなテコンドーのホンモノが、プラッチャヤー・ピンゲー

オ監督によって本作のためにさらに、「４年間にわたり体力、耐久力、柔軟性増強のための

厳しいトレーニングに加え、ムエタイ、体操の基本、武器の使い方、スタントマンとのア

クションシーンにおける立ち位置やタイミング、表情のつくり方、受け身の技法などの武

術テクニックをたたき込まれた」というからすごい。 

 私は１９７０年代に何作か観た志穂美悦子主演のアクション映画が大好きだったが、本

作で見せる“ジージャー”ヤーニン・ウィサミタナンの表情には、その志穂美悦子とどこ

か似たところが・・・。そんな風に感じたのは、私だけ・・・？ 

■□■邦画も見習わなくちゃ！■□■ 

 映画製作にはさまざまなテクニックがあるが、近時進歩が著しいのがＣＧ（コンピュー

ター・グラフィックス）とワイヤーアクション。これを駆使すれば俳優はどんなアクショ

ンでも可能だが、そこにはどうしても「つくられたもの」というイメージが残る。だって、

キアヌ・リーブスの代表作『マトリックス』（９９年）やアンジェリーナ・ジョリーの直近

のヒット作『ウォンテッド』（０８年）のように、人間が銃弾を避けるなどというのは所詮

絵空事。そんな映画ばかり観ていると、カメラの前における生身の人間による肉弾アクシ

ョンが恋しくなるのは当然だ。 

 本作が母国タイで大ヒットしたのはきっとそのため。そしてそれは、近時のハリウッド

映画や邦画のＣＧとワイヤーアクションに慣れた私たちには、タイの映画ファン以上に新

鮮。日本でこんな重軽傷覚悟アクション映画を製作しようとすれば、莫大な保険料がかか

ることは明らか。それは、本編終了後の撮影の舞台裏を見ればよくわかる。そのため日本

でこんな肉弾アクション映画をつくることは不可能だが、なぜタイでは、あるいはプラッ

チャヤー・ピンゲーオ監督の下では可能なの？ 

 チラシには「スタントなし！」「生傷アクション」と表現されているが、スクリーン上に
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はそれを大きく超えた生身の人間による重軽傷覚悟アクションが展開される。ケガをする

のはイヤだから、という理由でＣＧやワイヤーアクションに走っている邦画製作者は、タ

イのプラッチャヤー・ピンゲーオ監督のこんなホンモノのアクション追求の姿勢を是非見

習わなくちゃ。もっとも、エキストラの出演依頼がきても、私は断固お断りだが・・・。 

■□■ストーリーは至って単純■□■ 

 本作はちょっとワケのわからない（？）少年時代のマサシの告白から始まるが、成長し

たマサシ（阿部寛）は日本の大物ヤクザ。今マサシと対峙しているのは、凶暴で冷酷なタ

イマフィアのボスであるナンバー８（ポンパット・ワチラバンジョン）だが、その側には

ちょっとケバいがいい女ジン（“ソム”アマラー・シリポン）がいた。ジンはナンバー８の

女として権勢をふるい、貸金の取り立てを含むあこぎなやり方でシマを支配していたが、

ひょんなことからマサシとジンの間に愛が芽生えたから大変。 

 映画前半は、バックからではあるが阿部寛のオールヌード姿やジンとの激しいベッドシ

ーンを見せてくれるが、結局ジンは身の安全のためマサシを帰国させることに。マサシの

帰国後生まれたのがゼン（禅）だが、脳の発達異常という医師の診断にジンはビックリ。

しかし、成長するにつれて明らかになったのは、自閉症のゼンはテレビのアクションシー

ンを見ただけでその技を習得できるという並外れた身体能力の持ち主だということ。今は

ナンバー８の支配下から離れ、１人ひっそり生活していたジンだったが、白血病に侵され

たジンの治療費を稼ぐためゼンの幼なじみのムン（タポン・ポップワンディー）が、ゼン

の身体能力を見せて観客から小銭を稼ぎ始めたところ、それがナンバー８の耳に入ったか

ら大変。さらに、かつてのジンの貸金名簿にもとづいてムンが貸金の取り立てに行き、そ

こでゼンが抜群の格闘能力をみせたから大変。これによって、否応なくゼンはナンバー８

の巨大組織と対決せざるをえなくなったわけだ。そこに日本からもマサシが応援に。 

 さあ、そんな単純なストーリー仕立ての中、クエンティン・タランティーノ監督の『キ

ル・ビル～ＫＩＬＬ ＢＩＬＬ～Ｖｏｌ．１』（０３年）における青葉屋敷の大立ち回りを

彷彿させる、クライマックスでの重軽傷覚悟アクションとは？ 

■□■本編が終わっても、絶対立たないように！■□■ 

 二転三転はおろか七転八転する面白い映画『ワイルドシングス』（９８年）（『シネマルー

ム１』３頁参照）では、本編終了後字幕が流れる前に、あの犯行、この犯行の裏側を見せ

てくれた。また、本編終了後に流れてくる字幕と平行して撮影風景の舞台裏を見せてくれ

る映画も時々ある。香港のアクション大スターであるジャッキー・チェン主演の映画には

それが多い。 

 しかして、この映画については本編を終わった後字幕が流れる前にすぐに席を立つこと

は厳禁！それではこの映画を観た価値が半減するはずだ。その理由は、本編鑑賞中に何度
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も思わず「痛っ！」と声をあげかけた、体当たりアクションの数々の舞台裏が、多くの治

療スタッフ、医療スタッフと共に映し出されるから。アクション映画に出演する俳優に生

傷が絶えないのは仕方ないが、この映画は生傷ではなく、重軽傷は当たり前で、場合によ

っては命がけ？ 

 深作欣二監督の名作『蒲田行進曲』（８２年）では、「階段落ち」をテーマとして、常に

脚光を浴びる主演俳優の銀ちゃんこと倉岡銀四郎と大部屋俳優ヤスの生きザマが描かれて

いたが、本作にみる重軽傷アクションの数々は、「階段落ち」をはるかに超えるもの！  

２００９（平成２１）年３月６日記 

 
大阪日日新聞 ２００９（平成２１）年５月２３日 


